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伽J 言

1 . 本書は、斑鳩寺講堂屋根葺替工事に伴う瓦銘調査報告の Iである。

2. 調査は、太子町教育委員会社会教育課三村修次•田村三千夫が行なった。

調査後の整理作業については、岩村千穂の協力を得た。

3. 本書の執筆は三村が行ない、編集は三村・田村が担当した。 ． 
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ー 調査にこ至臣そ系逼

斑鳩寺は、太子町触字斑鳩寺 709番地に所在する天台宗の寺院である。その講堂は、江

戸時代中期、明和六年(1769)に再建され、昭和41・42年に背面屋根の東半分葺替修理が行

なわれた。しかし、今回屋根葺瓦全体の弛緩が著しく、堂内の随所で雨漏りが生じて、堂

内に安置されいてる国指定童要文化財の木造釈迦如来座像・木造如来観音菩薩座像・木造

薬師如来座像に影響をおよぽすようになり、昭和6位こ 1月より『 斑鳩寺講堂屋根瓦葺替

修理事業』が実施されることになり、これに先立って、瓦銘の確認調査を平成元年 4月12

日に実施し、 6月27日までに拓本資料等の整理を行なった。

2 岬査の方痣

斑鳩寺講堂屋根葺替修理作業による足場工事がすでに実施されており、屋根まで登るこ

とができたので、屋根瓦全体の確認調査を実施した。

調査は、現状の写真撮影及び拓本を撮り、位置確認を行なった。
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調査の結果、明和二年から明和）＼年の瓦銘℃ 『三木与兵衛』，『＝木庄兵衛』『三木伊
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八郎』等の瓦師棟梁の名がみられ、これらのエ人によって作製されたと考えられる。

また、 『大阪木津川口 瓦屋源兵衛』 Q刻印のある瓦も確認された。これによって、講
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堂屋根葺きの瓦作成年月日が明確にされ、供給の一端を知ることができた。
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l ー調査に至る経過

（
 

斑鳩寺は、太子町鳩字斑鳩寺 709番地に所在する天台宗の寺院である。その講堂は、江

戸時代中期、明和六年(1769)に再建され、昭和41・42年に背面屋根の東半分葺替修理が行

なわれた。しかし、今回屋根葺瓦全体の弛緩が著しく、堂内の随所で雨漏りが生じて、堂

内に安置されいてる国指定重要文化財の木造釈迦如来座像・木造如来観音菩薩座像・木造

薬師如来座像に影響をおよぼすようになり、昭和6碑:.1月より『 斑鳩寺講堂屋根瓦葺替

修理事業』が実施されることになり、これに先立って、瓦銘の確認調査を平成元年 4月12

日に実施し、 6月27日までに拓本資料等の整理を行なった。
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斑鳩寺講堂屋根葺替修理作業による足場工事がすでに実施されており、屋根かまで登るこ

とができたので、屋根瓦全体の確認調査を実施した。
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調査は、現状の写真撮影及び拓本を撮り、位置確認を行なった。
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第 2図 講堂／岩根瓦銘位淋図 (l : 2 00) 
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第1表 玖訂潟云子司専蛍力辱村艮I.;u名メこ彗乏厄文 l

番ロて J 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 記載位置 銘 文 文献

l 1765 明和 2 講堂向拝東端 獅子1寸 正面左側面 邸 r!i 三木E目迄衛作之

留蓋 正面 明和ご酒 八月日

2 1765 明和 2 講堂向拝西端 獅子イ寸 正面側雁i 播州揖西郡作人龍野住

留蓋 扉面 戸木与兵衛

正面 明和□酉 八月日

3 1769 明和 6 講堂北西隅棟 ーこの鬼 正111] 明利広年 1-1: ノ村月占「I

月：兵衛行治七郎

4 1769 明和 6 講堂北西棟 隅鬼 正面 明禾[J;~ 丑ノJi月吉日

正面 三木庄兵衛行治七郎

F~) ― 1769 明和 6 溝堂北面西側 降鬼 正面 明利広年 仕ノ五月吉日

止面 鵡住人藤原氏三木

圧兵衛行治七郎

6 1771 明和 8 講堂束妻北側 降鬼 正面 鳩住人 三木庄兵衛

正面 寅ノ士相月日

7 1771 明和 8 講堂東妻南側 降鬼 正面 鳩住人 三木庄兵衛

正面 明禾LlJ¥J;歳寅ノ士柑月日

8 1769 明和 6 講堂向拝部 丸瓦 凸面 明利広年己丑―_n卜七Fl

始之

邸面靭所 ．／木伊J浪rs

造作

現世安穏

後世善処

富寺雙樹沿門妙志記之

， 講堂東妻 軒丸瓦 凸面 南無阿洲佗仏口口
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番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 記載位i肖 銘 又 噂

1 0 講堂南面東隅 軒丸瓦 凸面 模様

1 l 講堂袖右側 平瓦 凸面 刻印 大阪木津川Ll

l 2 且尻源兵衛

1 3 

1 4 1769 明和 6 講堂南西隅 軒丸瓦 凸面 播州鰈住人藤原氏

扉齊． 三木庄兵衛
明禾[T;-'-,.;ff fl:_: 二月十し日
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1 . 斑鳩寺講堂全景 2. ①一 lの獅子付留蓋瓦銘

這
3. ①ー2の獅子付留蓋瓦銘 4. ②ー 1の獅子付留蓋瓦銘
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瓦文

斑鳩寺講堂 （太子町鯖 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

1-1 1765 明和 2 向拝東端 獅子付留蓋 瓦師

三木与兵衛

作之

-2 明和二酉

八月日

1 - 1 

1 - 2 



瓦文

斑鳩寺講堂（太子町鯖 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

2-1 1765 明和 2 向拝西端 獅子付留蓋 播州揖西郡

作人龍野住

瓦師

三木与兵衛

-2 明和二"

八月日

2 - I 

2 - 2 



瓦文

斑鳩寺講堂（太子町鯖 709)

爵号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

3-1 1769 明和 6 北西隅棟 二の鬼 明和六年

丑ノ五月吉日

-2 庄兵衛行

治七郎

3-1 

3-2 



瓦文

斑鳩寺講堂（太子町鯖 709)

爵号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

4-1 1769 明和 6 北西隅棟 隅鬼 明和六年

丑ノ五月吉日

-2 三木庄兵衛行

治七郎

4-1 

4-2 



瓦文

玖王九烏寺暉堂 （太子町鯖 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

5-1 1769 明和 6 北面西側 降鬼 明和六年

丑ノ五月吉日

-2 鯖住人藤原氏三木

庄兵衛行

治七郎
I 

呼竺悶戸；マ

5-1 

5-2 



番号

6-1 

-2 

瓦文

碑九烏寺

年号（和暦）

1771 明和 8

暉掌 （太子町鯖 709)

使用建物及位置 種類

東妻北側 降鬼

6-

銘 文 文献

触柱人

三木庄兵衛

明和八年

寅ノ士相月日
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瓦文

斑鳩寺講堂（太子町鯖 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

7-1 1771 明和 8 東妻南側 隅鬼 鯖柱人

三木庄兵衛

-2 明和八歳

寅ノ士相月日

7-2 

7-1 



瓦文

斑九烏寺講堂 （太子町朋 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

8 1769 明和 6 向拝部 丸瓦 明和六年巳丑二月十七日

始之

瓦師営所

三木伊八郎

造之

現世安穏

後生善虞

嘗寺雙樹沙門妙志記之
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瓦文

斑 鳩 寺講堂（太子町鱚 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

， 東妻 軒丸瓦 南無阿弥蛇仏□□

，
 



I立文

玖モ九懇舒 （太子町鳩70 9) 

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

1 0 講堂南面東隅 軒丸瓦 模様

10 



瓦文

斑鳩寺講堂（太子町鯖 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献

11 

12 袖右瓦 刻印 大阪木津川口

13 瓦屋源兵衛

13 



瓦文

碑九烏守暉掌 （太子町隅 709)

番号 年号（和暦） 使用建物及位置 種類 銘 文 文献
， 

14 1769 明和 6 南西隅 巴 播州触住人藤原氏

瓦師屋

三木庄兵衛

明和六歳

丑二月十七日
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